
いきいき細谷っ子 ＮＯ. ９ １２月号

令和６年１２月１０日 下野市立細谷小学校長 坂本美保

小春日和の過ごしやすい日が続きましたが、いよいよ寒さが厳しくなってきました。朝、凜とした乾いた空
気の中で、東武線の電車の音がよく聞こえます。登校する子どもたちの元気な声が近付いてくるのも聞こえ
てきます。今年のカレンダーも、残り１枚になりました。もうじき冬休みです。やり残さずにしなければならない
のは何だろう…と少々焦りますが、後期前半をしっかりとしめくくり、来年に向かいたいものです。

6月・11月は、下野市内全校「いじめ防止強調月間」です。本校では、「教育相談週間」を
設け、「学級力アンケート」、「なかよしアンケート」を実施し、それらをもとによりよい学級にする
ための話合い活動をしたり、担任と児童が一対一で話すことで相互理解を深めたりします。
日頃から職員室では、学級や縦割り班活動での様々な話題に事欠きません。楽しいこと、う

まくいかなかったこと等が飛び交う中で、「いじめの兆候」や「児童のよいところ」を見逃さない
ことにつながっていますが、より意識する月間といえます。11～１２月は、「学校全体でいじめが
おきにくい雰囲気を醸成する。」ことを意図して、道徳の授業で、「思いやり・親切」や「友情・信
頼・助け合い」の内容を重点的に実施しています。
「ありがとう」「ごめんなさい」を素直に言える雰囲気や、靴箱やロッカーなどが整然とそろっていることの

心地よさを実感しながら生活できる環境を整え、一人一人の「自己存在感」や「自己決定の場」、「共感的
な人間関係」「安全安心な場」を心がけ、「いじめることは、心が醜いこと」だと感じる心情を育てたいと思い
ます。「いじめ」はどこにでも起こりうることで、社会を揺るがす悲しい大きな事件も起きてきました。学級担任
をしていた頃、その度に学級で「いじめについて」考えたり、話し合ったりしました。様々な新聞報道や書物を
読み、話を聴く中で、忘れられない言葉があります。「いじめられない子を育てることは難しいが、いじめない
子を育てることはできる。」それは、「いじめをしない させない みのがさない」ことだとあらためて思います。
※知った時は、「いじめられない子を育てることはできない」という言葉でしたが、敢えて難しいと言い換えて紹介させていただきました。

石橋中学校区小中一貫教育では、５つの小中学校の教職員が「地域とつながり社会に貢献できる子」の
育成を目指して、話し合い、互いに理解し合って子どもたちを育てようと取り組んでいます。その一環で、「小
中合同クリーン活動・小中交流なかよし集会」を実施しました。冬になるとガラスの汚れがとても目立ちます。
普段の清掃では、窓拭きまで手が届きません。とても寒い日でしたが、冷たい水を我慢しながら皆で、窓ガラ
スとサッシの掃除をしました。学校で、皆でやるから我慢できるのだと思います。交流活動でドッジボールを
する頃には体も手もほかほかし、中学生を見る子どもたちの瞳はキラキラしていました。こうした取組で小学
生は、中学生の優しさやたくましさに憧れを持ち、中学生はいたわりの気持ちを育み、
自分の成長を感じることでしょう。地域の方々のご参加もありがとうございました。
また、4年生担任が中学2年生理科の授業参観をし、石橋中の先生が、本校1年生
の国語の授業をして交流しました。小中の教職員がそれぞれの学校段階の学習の様
子や発達段階の理解に生かしていくことにつながります。
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12月行事予定

全 校 学 年 そ の 他

○スマイルフェスタ ○思春期講座（５･６年） ○学校運営協議会

○授業参観 ○日産栃木工場見学（５年） ○小中一貫の日

○教育相談週間 ○いのちのお話（出前授業）（２年）

○自治医大看護実習 ○日産モノづくりキャラバン

○交通安全教室 ○学校運営協議会

○ S＆ U授業研究会 ○委員会活動（４～６年）

○読み聞かせ ○クラブ活動（４～６年）

○共遊

○冬休みを迎える会

体力向上エキスパート事業 情報教育アドバイザーの授業 移動福祉講座

ふくべ洗い ふくべ絵付け体験 サツマイモほり

チューリップ球根植え

1･2年校外学習
読み聞かせ ふくろうの絵付け


